
種名と配列に関わる解説等（半索動物門） 

 

〇目録の解説 
半索動物門においては，科以上の上位分類群を独立した見出し行として記入した。また，そ

れら上位分類群すべてに対し，学名とその命名者・年を記入した。 

分類体系は Cannon et al. (2014) に従い，学名とその命名者・年はインターネット上のデータ

ベースである WoRMS Editorial Board (2019) に準拠した。 
岡山県野生生物目録 2009 ではこの門の種は掲載されておらず，今回 2 種が新規追加された。

新規追加種は下記文献の記録による。 
半索動物門の目録作成は協力員の田中正敦（鹿児島大学大学院理工学研究科）と多留聖典（東

邦大学東京湾生態系研究センター）が担当し，本解説は田中正敦が作成した。 
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半索動物門 Phylum HEMICHORDATA Bateson, 1885
　腸鰓綱 Class ENTEROPNEUSTA Gegenbaur, 1870
　　　ハネナシギボシムシ科 Family SPENGELIDAE Willey, 1899

1 ハネナシギボシムシ Glandiceps hacksi Marion, 1885 － － － ＋ 潮間帯～潮下帯砂泥底

　　　ギボシムシ科 Family PTYCHODERIDAE Spengel, 1893
2 ミサキギボシムシ Balanoglossus misakiensis  Kuwano, 1902 － － － ? 潮間帯～潮下帯砂泥底 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
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